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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成23年5月19日(2011.5.19)

【公開番号】特開2010-241611(P2010-241611A)
【公開日】平成22年10月28日(2010.10.28)
【年通号数】公開・登録公報2010-043
【出願番号】特願2008-120462(P2008-120462)
【国際特許分類】
   Ｃ０４Ｂ  35/50     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ  19/05     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０４Ｂ  35/50    　　　　
   Ｃ２２Ｃ  19/05    　　　Ｇ

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月1日(2011.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ｘ≒２、ｙ≒２、ｚ≒７の経験式ＡxＢyＯzを有するパイロクロア相及びｒ＞０、ｓ＞
０の二次酸化物ＣrＯsを含有して成るセラミック粉末。
【請求項２】
　Ａがガドリニウム（Ｇｄ）である請求項１記載のセラミック粉末。
【請求項３】
　Ｂがハフニウム（Ｈｆ）である請求項１又は２記載のセラミック粉末。
【請求項４】
　Ｂがジルコニウム（Ｚｒ）である請求項１、２又は３記載のセラミック粉末。
【請求項５】
　Ｃ≠Ｂである請求項１、２、３又は４記載のセラミック粉末。
【請求項６】
　Ｃ＝Ｂである請求項１、２、３又は４記載のセラミック粉末。
【請求項７】
　Ｃがハフニウム（Ｈｆ）である請求項１、２、３、４、５又は６記載のセラミック粉末
。
【請求項８】
　Ｃがジルコニウム（Ｚｒ）である請求項１、２、３、４、５又は６記載のセラミック粉
末。
【請求項９】
　最大３重量％の二次酸化物を含有してなる請求項１、５、６、７又は８記載のセラミッ
ク粉末。
【請求項１０】
　最大８重量％の二次酸化物を含有してなる請求項１、５、６、７又は８記載のセラミッ
ク粉末。
【請求項１１】
　二次酸化物が酸化ハフニウム（ＨｆＯ2）である請求項１、７又は９記載のセラミック



(2) JP 2010-241611 A5 2011.5.19

粉末。
【請求項１２】
　二次酸化物が酸化ジルコニウム（ＺｒＯ2）である請求項１、８又は１０記載のセラミ
ック粉末。
【請求項１３】
　焼結助剤として、０．０５重量％以下の酸化ケイ素、０．１重量％以下の酸化カルシウ
ム、０．１重量％以下の酸化マグネシウム、０．１重量％以下の酸化鉄、０．１重量％以
下の酸化アルミニウム及び０．０８重量％以下の酸化チタンを含有してなる請求項１～１
２のいずれか１つに記載のセラミック粉末。
【請求項１４】
　少なくとも９２重量％のパイロクロア相を含有してなる請求項１、２、３又は４記載の
セラミック粉末。
【請求項１５】
　ただ１つのパイロクロア相を含有してなる請求項１～１４のいずれか１つに記載のセラ
ミック粉末。
【請求項１６】
　ただ２つだけのパイロクロア相を含有してなる請求項１～１４のいずれか１つに記載の
セラミック粉末。
【請求項１７】
　混晶をパイロクロア相として含有してなる請求項１～１６のいずれか１つに記載のセラ
ミック粉末。
【請求項１８】
　ただ１つの二次酸化物ＣrＯsを含有してなる請求項１～１７のいずれか１つに記載のセ
ラミック粉末。
【請求項１９】
　ただ２つだけの二次酸化物ＣrＯs及びＣ’r'Ｏs'を含有してなる請求項１～１８のいず
れか１つに記載のセラミック粉末。
【請求項２０】
　単数又は複数の二次酸化物が、単に酸化物として、存在する請求項１～１９のいずれか
１つに記載のセラミック粉末。
【請求項２１】
　単数又は複数の二次酸化物が、完全に混晶として、存在する請求項１～１９のいずれか
１つに記載のセラミック粉末。
【請求項２２】
　単数又は複数の二次酸化物が、酸化物としても混晶としても、存在する請求項１～１９
のいずれか１つに記載のセラミック粉末。
【請求項２３】
　パイロクロア相Ａ2Ｂ2Ｏ7、酸化物及び焼結助剤から成る請求項１～２２のいずれか１
つに記載のセラミック粉末。
【請求項２４】
　請求項１３記載の焼結助剤を含まず、パイロクロア相及び二次酸化物ＣrＯsから成る請
求項１～２２のいずれか１つに記載のセラミック粉末。
【請求項２５】
　請求項１～２４のいずれか１つに記載のセラミック粉末から製造されたセラミック層（
１３）。
【請求項２６】
　基材（４）及び請求項２５記載のセラミック層（１３）を含有してなる層組織。
【請求項２７】
　金属結合層（７）を、含有して成る請求項２６記載の層組織。
【請求項２８】
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　内側セラミック層（１０）を含有して成り、セラミック層（１３）が内側セラミック層
（１０）上に存在する請求項２６又は２７記載の層組織。
【請求項２９】
　内側層（１０）が、内側層（１０）及び外側層（１３）の合計層厚の１０％～５０％の
層厚を、有する請求項２８記載の層組織。
【請求項３０】
　内側層（１０）が、内側層（１０）及び外側層（１３）の合計層厚の１０％～３０％の
層厚を、有する請求項２８記載の層組織。
【請求項３１】
　内側層（１０）が、内側層（１０）及び外側層（１３）の合計層厚の２０％～４０％の
層厚を、有する請求項２８記載の層組織。
【請求項３２】
　内側層（１０）が、内側層（１０）及び外側層（１３）の合計層厚の５０％～９０％の
層厚を、有する請求項２８記載の層組織。
【請求項３３】
　内側層（１０）が、内側層（１０）及び外側層（１３）の合計層厚の７０％～９０％の
層厚を、有する請求項２８記載の層組織。
【請求項３４】
　内側層（１０）が、内側層（１０）及び外側層（１３）の合計層厚の６０％～８０％の
層厚を、有する請求項２８記載の層組織。
【請求項３５】
　内側層（１０）が、１００μｍ～２００μｍの層厚を、有する請求項２８～３４のいず
れか１つに記載の層組織。
【請求項３６】
　金属結合層（７）が、重量％表示で、１１％～１３％のコバルト、２０％～２２％のク
ロム、１０．５％～１１．５％のアルミニウム、０．３％～０．５％のイットリウム、１
．５％～２．５％のレニウム及び残部ニッケルの組成を有する請求項２７記載の層組織。
【請求項３７】
　金属結合層（７）が、重量％表示で、２４％～２６％のコバルト、１６％～１８％のク
ロム、９．５％～１１％のアルミニウム、０．３％～０．５％のイットリウム、１％～１
．８％のレニウム及び残部ニッケルの組成を有する請求項２７記載の層組織。
【請求項３８】
　イットリウム安定化酸化ジルコニウム層が６重量％～８重量％のイットリウムを含有し
てなる請求項２８記載の層組織。
【請求項３９】
　内側層（１０）及び外側層（１３）の合計層厚が少なくとも３００μｍである請求項２
８～３５のいずれか１つに記載の層組織。
【請求項４０】
　内側層（１０）及び外側層（１３）の合計層厚が少なくとも４５０μｍである請求項２
８～３５のいずれか１つに記載の層組織。
【請求項４１】
　合計層厚が最大６００μｍである請求項２８～３５のいずれか１つに記載の層組織。
【請求項４２】
　基材（４）、金属層（７）、内側セラミック層（１０）及び外側セラミック層（１３）
から成る請求項２６～４１のいずれか１つに記載の層組織。
【請求項４３】
　基材（４）、金属層（７）、金属層（７）上の酸化物層、内側セラミック層（１０）及
び外側セラミック層（１３）から成る請求項２６～４２のいずれか１つに記載の層組織。
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